
（1） 実施計画の細目 

 （a）研究調査の目的・目標 
オープンソースOSとして充実してきたが、一方肥大化してきたLinuxの利点を残
し、FA用途に何処まで最小化できるかが、ポイントになる。この場合、前記の機器
に加えメモリが大きな要素となる。最近のパソコンのメモリは標準的に３２メガバ

イトになりつつあるが、最終 ROM 化を視野に入れておくと、１６メガバイトでの
動作の可能性も追求しておく必要がある。現実問題としてそれ以下の容量のパソコ

ンは無視できるものと思われる。 
[システム構成] 

① CPUはペンティアム以上（演算チップ有り） 
② メモリ(32メガバイト) 
③ 入力装置（キーボード、マウス） 
④ カラー表示器(800×600) 
⑤ フロッピーディスク（FD） 

[ファイルシステム] 

① ext2 
② proc 
③ msdos 

[特記事項] 

① Paging機能無しで実行可能か？ 
② メモリは 16メガバイトで使用可能か？ 

 これは、通常パソコンとしての最小限のシステム構成である。メモリ Paging を
無しに実行可能であるならば、メモリ内で全ての作業ができることになり、ハード

ディスクレスの実現が可能であることを意味する。 

（b）実施項目及び実施内容 

1）調査項目 
①技術調査 イ）各種ドライバの削除 

ロ）ファイルシステムの最小化 
ハ）Paging機能の削除 

②市場調査 イ）ROM動作可能な IBM PCコンパチブルマシンの調査 
ロ）LinuxにおけるGUIツールの動向 
ハ）Linuxにおける Smalltalkの動向 

2）試験研究項目 
①技術開発研究  イ） 

ロ） 
ハ） 

②実験研究    イ） 
ロ） 
ハ） 



（2）実施計画日程  平成 10 年度実施計画日程表 

研究項目 ５月 ６月 ７月 ８月 

（調査）技術調査 
ｲ) 各種ドライバの削除 
ﾛ) ファイルシステムの最小化 
ﾊ) Paging機能の削除 
◯２市場調査 
ｲ) ROM動作可能な IBM PCコン
パチブルマシンの調査 
ﾛ) LinuxにおけるGUIツールの
動向 
ﾊ) LinuxにおけるSmalltalkの動
向 

            

（試験研究）◯１技術開発研究 
ｲ) 各種ドライバの削除 
ﾛ) ファイルシステムの最小化 
ﾊ) Paging機能の削除 
◯２実験研究 
ｲ) 
ﾛ) 
ﾊ) 
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（1） 研究員氏名及び人員  ／◎：責任者、◯：担当者 

研究項目別担当者 
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渡辺福徳 代表取締役 ◎ ◎ ◎  ◎ ◎ 
今次 豊 システム開発部 ◯ ◯ ◯  ◯ ◯ 
中崎康司 システム開発部 ◯ ◯ ◯  ◯ ◯ 

 


